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去
る
五
月
三
十
一
日
㈮
、
公
益
社
団
法
人
上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
令
和
元
年
度
定
時
総
会
が
高
田
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
役
員
と
し
て
承
認
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の

理
事
会
で
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
今
後
二
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
三
十
年
度
決
算
に
お
け
る
事
業
実
績
で
は
、
受
託
事
業

に
つ
い
て
は
、
一
般
家
庭
か
ら
の
受
注
減
少
傾
向
が
続
き
契
約
金
額
が

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
人
材
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
を
活
用
し
就
業
機
会
や
受
注
の
開
拓
に
努
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

民
間
事
業
所
か
ら
の
受
注
が
大
幅
に
増
加
し
、
初
め
て
一
億
円
を
超
え

る
契
約
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、両
事
業
合
計
で
の
契
約
金
額
は
四
億
九
千
万
円
余
と
な
り
、

前
年
度
比
約
四
百
六
十
万
円
、
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
結
果
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
派
遣
事
業
の
増
加
に
よ
り
事
業
実
績
が
堅
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
事
業
を
支
え
る
会
員
数
に
つ
い
て
は
伸
び
悩
み
の
傾

向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
で
は
、
会
員
の
獲
得
に
向
け
一

般
市
民
を
対
象
と
し
た
技
能
講
習
会
の
開
催
な
ど
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
女
性
会
員
の
退
会
防
止
と
活
動
促
進
に
向
け
女
性
部
会
を
立
ち
上

げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
女
性
が
入
会
し
や
す
い
様
々
な
環
境
整
備
や
方

策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
役
職
員
全
員
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
度
に
あ
た
っ
て理

事
長

井

部

博

光
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公
益
社
団
法
人
上
越
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
五
月
三
十
一

日
㈮
、昨
年
に
引
き
続
き
高
田
公
園
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
会
員
二
三
四
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
井
部
理
事
長
は
、
人

材
派
遣
事
業
で
は
民
間
事
業
所
か
ら
の

受
注
が
大
幅
に
増
加
し
、
初
め
て
一
億

円
を
超
え
る
契
約
実
績
を
上
げ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
受
託
事
業
と
併
せ
て
四
億

九
千
万
円
余
の
契
約
実
績
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
た
こ
と
は
、
会
員
の
尽
力
と

関
係
機
関
の
支
援
の
お
陰
で
あ
る
と
感

謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
来
賓
と

し
て
上
越
市
長 

村
山
秀
幸
様
、
上

越
市
議
会
議
長 

武
藤
正
信
様
、
上

越
公
共
職
業
安
定

所
長 

大
嶋
和
仁

様
か
ら
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
事

務
局
よ
り
議
長
選

出
の
提
案
が
あ
り
、

春
日
山
町
二
の
田
中

保
行
氏
が
満
場
の
同

意
を
得
て
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
定
足
数
の
報
告

　
事
務
局
長
よ
り
、
定
時
総
会
当
日
の

会
員
数
は
一
〇
七
一
名
、
定
足
数
は
そ

の
二
分
の
一
の
五
三
六
名
で
あ
り
、
本

日
の
出
席
者
数
は
八
九
六
名
（
う
ち
本

人
出
席
二
三
四
名
、委
任
状
六
六
二
名
）

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
こ
の
結
果

を
受
け
議
長
は
総
会
の
成
立
を
告
げ
た
。

　
議
事
録
署
名
人

　
議
長
よ
り
定
款
第
二
十
一
条
第
二
項

の
規
程
に
よ
り
議
長
と
出
席
し
た
代
表

理
事
が
署
名
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
議
案
の
審
議

　
報
告
第
一
号
「
平
成
三
十
年
度
収
支

補
正
予
算
の
報
告
に
つ
い
て
」
事
務
局

長
よ
り
経
常
収
益
、
経
常
費
用
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
補
正
額
の
内
容
が
説
明

さ
れ
、
ま
た
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
既

に
理
事
会
で
の
承
認
を
得
て
い
る
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
第
一
号
議
案
「
平
成
三
十
年

度
事
業
報
告
に
つ
い
て
」、
第
二
号
議

案
「
平
成
三
十
年
度
決
算
報
告
に
つ
い

て
」
及
び
「
監
査
報
告
に
つ
い
て
」
を

議
題
と
し
て
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
質

疑
も
な
く
、
両
議
案
と
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
報
告
第
二
号
「
平
成
三
十
一

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
報
告

に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
提
案
説
明

が
行
わ
れ
、
説
明
の
後
、
こ
の
内
容
に

つ
い
て
は
既
に
理
事
会
で
の
承
認
を
得

て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
第
三
号
議
案
「
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
提
案
説

明
が
行
わ
れ
、
質
疑
も
な
く
、
原
案
通

り
全
役
員
の
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

＊
＊
＊
＊
＊

　十
年
会
員
表
彰

　
永
年
の

ご
苦
労
に

対
し
今
年

度
は
四
十

一
名
の
皆

さ
ん
に
表

彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
、
総
会
の
冒
頭
、
会

員
を
代
表
し
て
吉
田
啓
一
さ
ん
（
板
倉

区
）
に
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
理
事
・
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
理
事
十
五
名
、
監
事
二
名
が
総

会
で
承
認
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
定
時

総
会
閉
会
後
、
理
事
会
を
開
催
し
互
選

の
結
果
、
理
事
長
に
井
部
博
光
氏
、
副

理
事
長
に
戸
倉
稔
氏
、
常
務
理
事
に
事

務
局
長
の
矢
澤
正
勝
氏
が
再
選
さ
れ
ま

し
た
。

代表して表彰を受ける
吉田　啓一さん（板倉区）

★
新
役
員
の
氏
名
★
　
敬
称
略

理
事
長
　
井
部
　
博
光
　（
北
城
町
一
）

副
理
事
長
　
戸
倉
　 

稔 

　（
仲
町
二
）

理
　
　
事
　
細
川
　
昭
雄
　（
昭
和
町
一
）

　
　
〃
　
　
杉
田
　 

久 

　（
大
潟
区
）

　
　
〃
　
　
小
島
　
弘
子
　（
子
安
新
田
）

　
　
〃
　
　
三
上
千
加
子
　（
寺
町
一
）

　
　
〃
　
　
高
山
精
次
郎
　（
安
江
二
）

　
　
〃
　
　
長
田
　
久
夫
　（
春
日
野
二
）

　
　
〃
　
　
古
川
　
春
雄
　（
中
郷
区
）

　
　
〃
　
　
小
出
　
悦
男
　（
柿
崎
区
）

　
　
〃
　
　
池
田
　 

勝 

　（
上
中
田
）

　
　
〃
　
　
中
島
　
憲
一
　（
稲
田
一
）

　
　
〃
　
　
深
川
富
士
子
　（
塩
屋
新
田
）

　
　
〃
　
　
三
上
　
麗
子
　（
平
成
町
）

常
務
理
事
　
矢
澤
　
正
勝
　（
南
高
田
町
）

監
　
　
事
　
小
嶋
美
知
子
　（
灰
塚
）

　
　
〃
　
　
宮
下
　
敬
一
　（
大
手
町
）

公
益
社
団
法
人 

上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
度
　

定
時
総
会
の
概
要

村山市長様

田中議長

武藤市議長様大嶋所長様
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と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら
も

う
少
し
頑
張
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
と
な
っ
て 

十
年
の
思
い吉田

啓
一

（
板
倉
区
）

　
今
回
、
新
元
号
最
初
の
年
に
十
年
表

彰
を
い
た
だ
き
感
無
量
で
す
。

私
は
退
職
後
、
友
人
の
紹
介
で
新
井
頸

南
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
上
越
市
と
の
合
併

に
よ
り
上
越
市
シ
ル
バ
ー
に
仲
間
入
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
は
仕

事
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
仲
間
の
皆
さ

ん
が
良
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
今
度
は
自
分
達
が
後
輩
に
教
え
る
立

場
な
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
か
ら

入
会
し
て
い
た
だ
き
、
色
々
教
え
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
お
客
様

か
ら
シ
ル
バ
ー
で
な
け
れ
ば
仕
事
を
頼

め
な
い
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
人
材
セ
ン
タ
ー

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
今

後
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
方
に
今

以
上
に
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
会
員
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
十
年
間
の 

回
想

石
塚 

広
邦

（
大
潟
区
）

　
平
成
か
ら
令
和
に
移
行
す
る
記
念
す

べ
き
年
に
十
年
会
員
の
表
彰
を
受
け
、

感
謝
状
、
記
念
品
を
い
た
だ
き
感
無
量

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
か
ら
シ
ル
バ
ー
の
会
員

と
な
り
、
そ
の
年
の
四
月
か
ら
民
間
企

業
様
の
宿
日
直
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
幾
多
の
出
会
い
や
別
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
私
の
都
合
で
ご
迷
惑
を

か
け
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

会
社
の
皆
様
、
シ
ル
バ
ー
で
一
緒
に
働

く
仲
間
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
陰
で

勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
働

い
て
感
じ
た
こ
と
は
仲
間
の
人
た
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
ス
ト
レ
ス
解
消
、
働
く
こ
と
で
緊
張

感
も
加
わ
り
気
力
体
力
が
維
持
出
来
た

十
年
会
員
表
彰
を
受
け
て

会
員
在
籍
十
年
の 

感
謝
を
込
め
て

伊
藤
ヤ
ス
子

（
昭
和
町
一
）

　
こ
の
度
、
会
員
在
籍
十
年
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
思
え
ば
十
年

前
は
本
年
の
よ
う
に
元
号
が
変
わ
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
令
和
元
年

度
の
表
彰
は
感
慨
深
く
、感
無
量
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
十

年
間
、
主
に
介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
き

ま
し
た
。
介
護
と
い
っ
て
も
色
々
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
知
識
を
よ
り
深
め
る
た
め

に
個
人
的
に
講
習
を
受
け
る
な
ど
自
分

な
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
シ
ル
バ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
る
人
は
こ

の
程
度
か
、
と
思
わ
れ
て
は
い
け
な
い
気

持
ち
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
こ
の
間
、
家
庭

の
事
情
も
あ
り
仕
事
の
依
頼
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
が
心
残
り
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
十
年
間
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
部
会
に
所
属
し
て
福
祉
施
設
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
調
理
講
習
会
等
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
介
護
の
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
の
中
で
個
人
的
な
良
き
出
会
い
も
あ

り
充
実
し
た
十
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
シ
ル
バ
ー
の
会
員
で
あ
っ
た
お
か

定
時
総
会
を
前
に
、
当
日
出
席
さ
れ
た
10
年
表

彰
会
員
17
名
の
皆
さ
ん
が
記
念
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

10年前はどんな年?
平成20年（2008）の主な出来事

★★★★★
○北京オリンピック開幕
○エド・はるみのギャグ「!グー!」
○米大統領にオバマ氏当選
○後期高齢者医療制度開始
○日本人4人にノーベル賞
○秋葉原通り魔事件
○麻生内閣発足
○中国製餃子中毒事件
○リーマン・ショック発生
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い
る
こ
と
や
、
八
十
歳
以
上
の
会
員
も
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
管
理
の

重
要
性
や
、
会
員
の
体
力
や
能
力
に
応
じ

た
仕
事
を
提
供
し
、
年
代
に
合
わ
せ
無
理

な
く
安
全
に
働
け
る
仕
事
を
創
出
し
、
会

員
の
労
働
寿
命
を
延
長
し
、
退
会
会
員

を
減
ら
す
仕

組
み
づ
く
り

を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
、
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
、

連
合
会
の
事

務
局
か
ら
県

内
に
お
け
る
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
平
成
三
十
年
度
の
県
内
の
重

篤
事
故
は
就
業
中
の
死
亡
事
故
が
一
件
、

派
遣
事
業
の
労
災
事
故
が
十
五
件
発
生
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後

に
安
全
宣
言
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
日
々
、
安
全
就
業
に

心
が
け
て
下
さ
い
。
　（
事
務
局
相
澤
）

　
新
潟
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
主
催
の「
安
全
適
正
就
業
推
進
研
修
会
」

が
、
六
月
十
八
日
㈫
に
新
潟
市
の
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
各
拠
点
シ
ル
バ
ー
か
ら
安

全
就
業
推
進
員
や
担
当
役
員
等
百
十
名
が

出
席
し
、
当
シ
ル
バ
ー
か
ら
も
安
全
適
正

就
業
対
策
委
員
会
の
小
山
哲
男
委
員
と
小

出
悦
男
理
事
、
事
務
局
の
相
澤
係
長
の
三

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
初
め
に
公
益
財
団
法
人
ダ

イ
ヤ
高
齢
社
会
研
究
財
団 

研
究
部
長
の

石
橋
智
昭
氏
を
講
師
に
、「
会
員
の
健
康

管
理
と
安
全
就
業
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
石
橋
氏
は
、
定
年
延
長
等

の
理
由
に
よ
り
全
国
的
に
会
員
の
平
均
年

齢
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
十

五
歳
か
ら
七
十
四
歳
は
ま
だ
ま
だ
高
齢
者

で
は
な
く
准
高

齢
者
と
し
て
社

会
を
支
え
る
側

と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

第
14
回

就
業
先
拝
見

私
達
の
筆
耕
の
仕
事

を
紹
介
し
ま
す

戸
倉
　
稔

（
仲
町
二
）

　
私
達
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
依
頼
を
受
け

筆
耕
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。「
筆
耕
」

の
意
味
は
報
酬
を
受
け
取
り
筆
写
す
る

こ
と
。「
筆
写
」
と
は
書
き
写
す
こ
と

と
辞
書
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
主
な
内
容
は
、
卒
業
証
書
や

卒
園
証
書
へ
の
名
前
書
き
、
各
種
賞
状

の
全
文
書
き
や
名
前
書
き
、
ま
た
年
賀

状
や
の
し
紙
の
名
前
書
き
等
、
い
ろ
ん

な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
四
月
か
ら
互
助
会
の
サ
ー
ク
ル

活
動
と
し
て
発
足
し
、
会
員
を
募
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
に
役
立
て
る
こ
と
と
仲

間
づ
く
り
と
い
う
目
的
を
持
ち
、
十
五

名
程
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
見
学
を
兼
ね

て
お
出
か
け
下
さ
い
。

練
習
は
十
月
ま
で
の
第
二
、
第
四
火
曜

日
、
九
時
半
か
ら
十
一
時
半
ま
で
、
本

所
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
事

務
局
ま
で
）

  

草
取
り 

あ
り
が
と
う

布
施
イ
エ
子

（
岩
木
）

　
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
早
や
十
九
年

に
な
り
ま
し
た
。草
取
り
の
仕
事
を
や
っ

て
お
り
ま
す
が
、
初
め
の
こ
ろ
は
慣
れ

な
く
て
大
変
で
し
た
が
、
今
は
慣
れ
て

楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
朝
起
き
る
と
、
今
日
の
天
気
は
ど
ん

な
だ
ろ
う
と
先
ず
は
外
を
見
て
、
良
い

天
気
だ
と
雨
で
な
く
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
日
も
一
日
頑
張
ら
な
い
と
、

と
思
い
な
が
ら
仕
事
に
出
か
け
ま
す
。

　
長
い
間
に
は
大
変
な
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
仕
事
仲
間
の
皆
さ
ん
と
一

日
頑
張
ろ
う
ね
と
声
を
掛
け
合
っ
て
、

楽
し
く
草
取
り
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
爽
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
、

一
緒
に
草
取
り
の
仕
事
を
や
り
ま
せ
ん

か
?

草取りの仕事仲間募集!
草取りの仕事をする会員
が不足しています。希望
者は是非ご連絡下さい。

（事務局）

★
慣
れ
る
ほ
ど 

初
心
に
か
え
り 

安
全
就
業

　
　
　（
上
越
市
シ
ル
バ
ー
制
定
の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

連
合
会
主
催
の

「
安
全
適
正
就
業
推
進
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
事
務
局
報
告
）

石橋講師
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シ
ル
バ
ー
会
員
互
助
会
通
信

　
去
る
五
月
三
十
一
日
㈮
に
高
田
公
園

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
令
和
元
年
度
上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
に
引
き
続
い
て
会

員
互
助
会
の
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
杉
田
会
長
の
開

会
の
挨
拶
に
続

き
、
議
事
に
先
立

ち
池
田
事
務
長
よ

り
議
長
選
出
の
提
案
が
あ
り
、
頚
城
区

の
高
橋
辰
吉
氏
が
満
場
の
同
意
を
得
て

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
橋
議
長
か
ら
議
事
録
署
名

人
と
し
て
黒
﨑
朝
子
幹
事
と
小
池
保
幹

事
が
、
書
記
と
し

て
田
近
英
樹
幹
事

が
指
名
さ
れ
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
議
事
に
移
り
、
第
一
号
議

案
「
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

て
」、
第
二
号
議
案
「
平
成
三
十
年
度

収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
」
事
務
長
か

ら
説
明
が
あ
り
、
市
村
良
和
監
事
か
ら

監
査
報
告
を
受
け
た
後
、
質
疑
を
受
け

付
け
た
と
こ
ろ
質
疑
は
な
く
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
第
三
号

議
案
「
令
和
元

年
度
事
業
計
画

（
案
）」、
第
四
号

議
案「
令
和
元
年
度
収
支
予
算
書（
案
）」

に
つ
い
て
、事
務
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、

質
疑
の
後
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
第
五
号
議
案
「
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
」、事
務
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、

質
疑
も
な
く
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
事
終
了
後
、
田
近
副
会
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
、
二
時
五
十
七
分
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
、
新
三
役
等
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
下
記
に
ご
報
告
し
ま
す
。

＊
　
＊

会
長
就
任
の
挨
拶

　
去
る
、
五
月
三
十
一
日
に
高
田
公
園

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
定
時
総
会
で
、
ご
承
認
い
た
だ

き
引
き
続
き
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
フ
ァ
ー
ス
ト
で
会
務
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、何
な
り
と
ご
意
見
・

ご
要
望
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
会
長
　
杉
田
　
久
）

☆
新
役
員
紹
介
☆

☆
令
和
元
年
度
行
事
予
定
☆

　
定
時
総
会
で
今
年
度
予
算
の
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
互
助
会
の
行

事
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
納
涼
会
に
つ
い
て
は
、
既

に
別
途
ご
案
内
を
お
配
り
し
て
あ
り
ま

す
。
楽
し
く
仲
間
づ
く
り
が
で
き
ま
す

の
で
、
参
加
し
た
こ
と
の
無
い
会
員
の

皆
さ
ん
も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
今
年

は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　
な
お
、
各
々
の
詳
細
に
つ
い
て
は
決

ま
り
次
第
、そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
納
涼
会

○
八
月
七
日
㈬
午
後
五
時
〜

　
＊
内
山
料
理
店
（
春
日
新
田
）

高橋議長

市村監事

杉田会長

現
在
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
互
助
会
が
設
立
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
の
で
、
思
い
立
っ
た
ら

是
非
、
互
助
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

〈
活
動
中
の
サ
ー
ク
ル
〉

○
実
用
書
筆
耕
勉
強
会

○
上
越
S
C
ゴ
ル
フ
同
好
会

同
好
の
士
を
募
っ
て
サ
ー
ク
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

◆
役
員
氏
名（
住
所
）　
敬
称
略

　
会
　
　
長
　
杉
田
　  

久 （
大
潟
区
）

　
副
会
長
　
田
近
　
英
樹（
南
城
町
一
）

　
　
〃
　
　
　
長
田
　
久
夫（
春
日
野
二
）

　
事
務
長
　
池
田
　  

勝 （
上
中
田
）

　
幹
　
　
事
　
大
宮
　
辰
男（
板
倉
区
）

　
　
〃
　
　
　
高
山
精
次
郎（
安
江
二
）

　
　
〃
　
　
　
黒
﨑
　
朝
子（
子
安
）

　
　
〃
　
　
　
小
池
　  

保 （
柿
崎
区
）

　
　
〃
　
　
　
小
出
　
悦
男（
柿
崎
区
）

　
　
〃
　
　
　
松
矢
　
潤
子（
南
新
町
）

　
会
計
監
事
　
市
村
　
良
和（
板
倉
区
）

　
　
〃
　
　
　
大
野
　
良
雄（
春
日
野
一
）

令
和
元
年
度 

会
員
互
助
会

定
時
総
会
を
開
催

（
概
要
報
告
）

★
親
睦
旅
行

〇
十
月
九
日
㈬
・
十
日
㈭

　
＊
会
津
芦
ノ
牧
温
泉
（
福
島
県
）

★
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
十
月
予
定

・ 

シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
月
間
に
合
わ
せ

て
、
本
所
、
頸
北
、
板
倉
、
中
郷
の

四
ヵ
所
で
実
施
予
定
。

★
忘
年
会

○
十
二
月
四
日
㈬
午
後
四
時
〜

　
＊
会
場
未
定

☆
互
助
会
慶
弔
及
び
見
舞
金
支
給
☆

　
生
き
が
い
第
六
十
七
号
掲
載
以
降
に

亡
く
な
ら
れ
た
三
名
の
会
員
の
皆
さ
ん

に
弔
慰
金
五
千
円
を
支
給
、
幹
事
が
お

届
け
し
ま
し
た
。

＊
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
小
山
　
秀
昭 

様
（
下
源
入
）

　
宮
﨑
　
晴
人 

様
（
岩
木
）

　
石
平
　  

晃  

様
（
大
和
三
）
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広
報
対
策
部
会
の
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。
今
年
度
の
改
選
に
よ

り
今
後
2
年
間
委
員
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

部
会
長

池
田

勝（
上
中
田
）

副
部
会
長

上
野
和
敏（
春
日
山
町
三
）

部
会
員

平
山
一
男（
頚
城
区
）

〃

関
川
雅
夫（
春
日
新
田
二
）

〃

藤
﨑
太
一（
三
和
区
）

広報対策部会 関川 雅夫（2018.7.26撮影）

「
関
川
河
口
・
夏
」

季
節
の
ス
ナ
ッ
プ

女
性
部
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

会
員
の
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
会
員

の
増
強
、
特
に
女
性
会
員
の
増
強
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
理
事

会
等
で
女
性
部
会
の
設
置
を
検
討
す
べ

き
と
の
声
が
継
続
的
に
上
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
新
年
度
で
女
性
会
員
の
確
保
と

退
会
防
止
に
向
け
た
活
動
の
核
と
し
て

女
性
部
会
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
推
進

委
員
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
部
会
」
を
廃
止
し
、
こ
こ
で

の
女
性
部
会
員
を
母
体
と
し
て
独
自
事

業
の
活
動
や
シ
ル
バ
ー
事
業
に
積
極
的

に
参
画
し
て
い
る
女
性
会
員
等
を
中
心

に
十
人
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
五
月
二

十
四
日
㈫
に
開
催
し
た
最
初
の
部
会
に

お
い
て
部
会
長
に
渡
辺
昌
子
さ
ん
、
副

部
会
長
に
池
墻
幸
子
さ
ん
を
選
出
し
、

活
動
方
針
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
部
会
の
主
な
活
動
方
針 

〇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
会
の
取
組
継
続

・
調
理
講
習
会
（
男
性
会
員
も
募
る
）

・
福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
男
性
会

員
も
募
る
）

〇
現
ソ
ー
イ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
取
組

・
ソ
ー
イ
ン
グ
講
習
会

〇
新
た
な
講
習
会
等
の
企
画
（
美
容
教

室
等
女
性
会
員
を
対
象
）

〇
先
進
地
視
察
研
修

・
県
内
外
シ
ル
バ
ー
に
お
け
る
女
性
部

会
の
活
動
状
況
を
研
修

〇
随
時
の
茶
話
会
の
開
催

〇
女
性
会
員
の
入
会
促
進
に
向
け
た
各

種
取
組
（
P
R
活
動
）

■
今
年
度
の
活
動

六
月
二
十
五
日
㈫
午
後
、
部
会
最
初

の
行
事
と
し
て
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
に
お

い
て
、
高
橋
道
代

さ
ん
を
講
師
に
二

十
三
人
が
参
加
し

て
お
菓
子
作
り
講

習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー

は
「
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
」「
水
よ
う
か
ん
」「
利
久
饅
頭
」
の

三
種
で
し
た
。
比
較
的
簡
単
に
作
れ
る

メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
「
利

久
饅
頭
」
の
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
も
是
非
挑
戦
し
て
み
て

下
さ
い
。

今
後
、
九
月
に
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
に

事

務

局

だ

よ

り

会　員　数

（2019.6.26現在）
男     800名
女     293名
合計 1,093名

本　　所 858名
頸北支所 235名

＜利久饅頭の作り方＞
材　料

㋐
　黒砂糖　50g
　砂糖　　25g
　水　　　大さじ3
あんこ　　200g

薄力粉　100g
重曹　小さじ2／3
　水　　小さじ1

① 薄力粉はふるっておく。
② 鍋に㋐を入れて煮溶かし、 
ボールに裏ごしを通して
入れる（少しさます）

③ あんこは10等分に分けて丸める。
④ ②に水で溶いた重曹を入れて混ぜ合わ
せ、薄力粉を加えて、手でひとまとめに
する。これを10等分する。

⑤ あんこを包み、紙にのせて、沸騰した蒸
し器に入れて強火で12～13分蒸す。

お
い
て「
シ
ニ
ア
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
改
め
て

ご
案
内
し
ま
す
。


